
 

 

 

第第１１５５８８５５回回    例例  会会    （（令令和和２２年年９９月月２２５５日日））    
本本日日ののププロロググララムム    会会員員増増強強委委員員会会主主催催  テテーーブブルルセセッッシショョンン   
                                            
前例会の記録（第１５８４回 令和２年９月１８日）  

・会員数    ３９名  

・出席者    ３６名    ・出席率  ９２・３１％（出席免除者出席１名）  

・欠席者     ３名   恵谷龍二・長鋪方隆・中新 隆の諸君  

・出席免除者   １名  光井 伸君  

９月４日メーキャップ後の出席率   ８３・３３％→８６・１１％に補正  

９月３日総社ＲＣへ恵谷龍二君   

・ゲスト   な し        ・ビジター  な し  

・会長報告  本日は、国際ロータリー創立１１５年と２０９日に当たり、笠岡東ロータリークラブは

創立３３年と２７１日に当たります。  

 先週に引き続きまして、本日よりご入会の佐々木 敦（ささき あつし）さんの入会式を行います。

紹介者「河田 恭志」会員と佐々木さん前にお進み下さい。 

スポンサーである河田会員より、佐々木さんのご紹介をお願い致します。 

それでは、佐々木さんより、ご挨拶をお願い致します。 

・幹事報告  地区大会関係の資料等をご送付頂いております。  

会員皆様への配布資料は、大会が近付いた頃お配りいたします。  

地区大会の登録料 9,000 円を、来週の例会より集金させて頂きます。よろしくお願い致します。  

ハイライトよねやまをメールにて頂いております。  

クラブ活動運営計画書及び会員名簿を、児島東 RC より頂いております。  

・委員会報告 なし   

・配 布     週 報      ・食 事   豚しゃぶランチ  

 ◎スマイル  
三宅達夫・椋梨孝章・松田重雄・岡原 稔君   佐々木さんご入会おめでとうございます。  

福嶋啓祐・高橋剛吉・牧野真樹・江原公平君   同上。  

高田愼也・石田官義・河田恭志・新井喜久君  同上。  

 鈴木紘一君  同上。今後の希望ですが、先週入会された中濱さん共ども是非に知り合いの方々に入

会を勧めて頂きたいと思います。  

 小川隆則君  佐々木さん入会を心より歓迎します。本日はシリーズ卓話をさせて頂きます。  

 佐藤林平君  小川会員の卓話を楽しみにしております。  

江原和之君  佐々木さん入会おめでとうございます。Ｒ－情報委員長として何かやらせて頂きます。

赤瀬 健君  中濱君に続き佐々木君入会おめでとうございます。よろしくお願いします。  

三島大尚君  佐々木君ご入会おめでとうございます。小中高と同級生でロータリーでも一緒に出来

る事を嬉しく思います。よろしくお願いします。  

中濱康幸君  先週入会させて頂きました。今後共よろしくお願いします。佐々木君、一足先に入会

しました。  

 
ｈ 

岡辺賢二君  所用のため早退させて頂きます。  

川上裕子事務局員より全快祝いとして     

スマイル ３１，０００円  

●プログラム   天皇家～そのルーツと歴史～ その 3 小川 隆則会員 

〇第 113 代 東山天皇 

 在位  1687.5.6～1709.7.27    時代  江戸時代    元号  貞享、元禄、宝永 

征夷大将軍  徳川綱吉 

  東山天皇が在位していた時、天下を揺るがす大事件が起こりました。皆さんよくご存知の江戸城殿中松の 

廊下での刃傷事件を発端とする「赤穂事件」あるいは「忠臣蔵事件」です。 

事件を惹き起こした赤穂藩主浅野内匠頭長矩は即日切腹に処せられ、赤穂藩は改易となりました。このた 

め赤穂藩の元城代家老大石内蔵助良雄は、浪士と共に事件の原因を作った吉良上野介義央の仇討ちを決行 

し本懐を遂げました。これが「赤穂事件」です。内蔵助が上野介の仇討ちを決断した背景には時の東山天 

皇の言動が大きく関係していました。東山天皇は上野介が切られたことを大喜びし、内匠頭に対しては不 

憫に思っていました。この東山天皇の言動が内蔵助に届いてなければ、あるいは後世に「忠臣蔵」として 

伝わるこの事件は起こらなかったかもわかりません。「元禄忠臣蔵」は日本人の大ロマンであり東山天皇 

は後世にこの物語を残した陰の立役者だと思います。 

〇「古事記」「日本書紀」に見る神代の時代  

 わが国の天皇の歴史（系統）は、初代神武天皇が即位したのが紀元前 660 年と定義して今日の 126 代今上 

天皇まで公式記録として残されています。 

では神話としての天皇のルーツとも言うべき神代の時代は一体いつ頃始まったのか気になるところですが、

残念ながら最古の歴史書ともいうべき「古事記」あるいは「日本書紀」にはそれに関する記述がないので、

神の誕生がいつであったかを知ることはできません。けれども「日本書紀」を読み進んでいくと、天照大 

御神が地上社会を治めるため孫の瓊瓊杵尊を降臨させたのは、神武天皇が即位するより遡ること 179 万 

2470 余年前である旨の記述がありますので、神の誕生ないし神代の時代はそれよりさらに前であること 

が伺えます。また、瓊瓊杵尊は大山祇神の呪いにより寿命を与えられてしまいましが、地上社会（葦原の 

中津国）へ降臨してから、子の彦火出見尊（山幸彦）、孫の彦波瀲武鷓鷀草葺不合尊を経て曾孫の神武天 

皇（神日本磐余彦天皇）が即位するまで、たった三代で 179 万 2400 年余りを生きたことになります。 

これを読むと寿命を与えられたとは言え、寿命なんか有って無いようなものですが、そこが神話ゆえの面 

白さだと思います。ちなみに「古事記」では山幸彦（火遠理命）に関してのみ 580 年生きたことが書かれ 

ていますが、これにしても私たちの寿命を考えるととてつもない長さです。 

 次週以降のプログラム＆行事予定   

９／２７（日） クラブ米山奨学会委員長研修会 10:00～12:00 アークホテル岡山  

１０／ ２（金） 第 1 例会  クラブアッセンブリーリハーサル  

１０／ ４（日） 第 2 回スマイル会＆高田会員ホールインワンお祝いゴルフコンペ グレート岡山ＧＣ  

１０／ ９（金） 第 2 例会  別府ガバナー補佐をお迎えして 10:00～12:00 クラブアッセンブリー  

   〃     親睦活動委員会    １９：００～  やくう  

１０／１４（水） パスト会長会     １９：００～  辻 与  

１０／１６（金） 第 3 例会  ゲスト卓話  NTT ドコモより  

１０／２３（金） 第 4 例会  菊池ガバナー公式訪問  11:00～12:00 会長幹事会  


